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協力するって 分担するって どういうこと 
 

 在籍児童数が３名の状態で新年度が始まって

から２ヶ月が過ぎます。子どもたちの人数が少

ない中で学校独自の取組があります。今回は、

その一つを紹介します。 

 子どもたちにとって児童数が少ないことは悪

いことだけではありません。例えば長所とし

て、自分のペースで授業が進んでいくことで

す。日本のように 30人から 40人が一つの教室

で、一人の先生が教えているときには、ゆっく

り考えたい時や聞き漏らしたときでも、授業は

進んでいってしまいます。これは一斉授業の欠

点です。ところがジッダ日本人学校では、授業

を受けている児童は一人または二人なので、先

生は子どもの顔やノートの書き方を確認しなが

ら授業を進めることができます。もし、わからな

いところがあっても先生がそれを察して説明をして

います。これは、ジッダ日本人学校のいいとこ

ろです。 

 しかし、児童の人数が少ないと、同じ年の子

はどんな考え方や感じ方をするのか気がつきま

せん。もしかすると自分と違う考え方をする人

がいることさせ想像できないかもしれません。

そこで、5月 12日の全校朝礼では、人形劇を取

り入れながら、「協力や思いやり」について、考えて

みました。人形劇の台本を紹介します。 

 

人形劇 

登場人物 

すずき 先生  5年 2組のたんにん 

しゅうと さん サッカー大好き サッカーいがいはやりたくない。 

ゆい さん   なんでもちょうせんするけどわすれっぽい。 

ただし さん 

きょうこ さん 

 

ナレーター  ここは、5年 2組 子どもたち 4人とすずき先生のクラスです。今から朝の会が  

はじまろうとしています。 

先生     おはよう みなさん きょうも元気ですか 

みんな    はい 元気です。 

先生     きょうは、みなさんにきめてほしいことがあります。 

このごろ、 

〇でんきのけしわすれが多いです。 

〇こくばんが きたないままです。 

〇教室の花の水がないようで花がかれそうです。 

そこで、いいクラスになるようにかかりを作ろうと思います。 

〇でんきのけしわすれがないようにするスイッチかかり 

〇休み時間にこくばんをきれいにするこくばんかかり 

人形劇に登場 

 ゆいさん 
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〇花に水をあげる 花かかり 

〇プリントをくばる くばりかかり 

を作ろうと思います。みんなでいいクラスにしましょう。 

先生     スイッチかかりをやりたい人はいますか。 

ゆいさん   はい わたし やりたいです。 

先生     こくばんかかりをやりたい人はいますか。 

ゆいさん   はい わたしやりたいです。 

先生     花かかりをやりたい人はいますか。 

ゆいさん   はい わたしやりたいです。 

先生     くばり係をやりたい人はいますか。 

ゆいさん   はい わたしやりたいです。 

先生     これはこまりましたね。 

しゅうとさんは やりたいかかりはありませんか。 

しゅうとさん ありません。だって サッカーがいそがしいんだよ。 

先生     ただしさんはどう思いますか。 

ただしさん  「                  」 

先生     きょうこさんはどう思いますか。 

きょうこさん 「                  」 

 

 全校朝礼では、それぞれの児童が手に人形を

持ち役になり切って台本を読み、ただしさん、

きょうこさんになった児童は役の児童になった

つもりで最後の台詞を言ってくれました。児童

からは、「みんなで分担した方がいい。」という意

見がでたり、どうすればいいのか考えている児

童もいたりと児童それぞれが考えていました。

この考えるということがとても大切と思います。 

実際、たくさんのお友達が教室にいれば、いろ

いろな考えをもつ子どもがいて、知らず知らず

に自分とは違う考え方や感じ方をする子どもが

いること、どこまで自分の意見を言っていいの

かなどを経験から学ぶことができると思いま

す。今回の人形劇では、子どもたち一人一人が

それぞれいろいろなことを学ぶことができたと

思います。また、取り上げるテーマを変えなが

ら、人形劇をやりたいと思います。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今後の主な予定 

6月 2日（日）第 1回英語検定 

6月 12日（水）授業参観 

6月 14日（金）～22日 

犠牲祭休日（ハッジ休日） 

6月 25日（火）避難訓練（不審物） 

       学校中間評価配付 

6月 30日（日）学校運営委員会 

日本人会理事会 

英語検定受検者は、学校
から下校になります。水
泳指導はありません。 

メダカがいるよ 

6月から、理科や生活科の授業で、

植物を育てたり、魚を飼ってみたり

します。勉強を通して、植物や動物

の生活、命の大切さを学んでいきま

す。 

人形劇に登場 

しゅうとさん 


